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論 文 内 容 の 要 旨 
Casson不変量は、インテグラルなホモロジー３次元球面を対象にした、整数に値を取る位相不変量である。
結び目で分岐する巡回被覆空間のCasson不変量を計算するのは困難であり研究対象になっており、特にサテラ
イト結び目で分岐する巡回被覆空間のCasson不変量を計算する課題は、重要な研究課題である。 
この論文では、まず次のようなサテライト結び目を構成する。 
（p,２）‐トーラス結び目をパターンとし、２橋結び目をコンパニオンに持つサテライト結び目を構成する。
ただし、（p,２）‐トーラス結び目はアンノテッドなソリッドトーラスに標準的に埋め込んだものではないもの
とする。そして、サテライト結び目で分岐する巡回被覆空間を、枠付き絡み目で構成する。そこから、J.Hoste
の公式を用いることにより、コンウェイ多項式の計算をすることで、この論文の主定理が得られる。また、こ
の主定理の結果から正確な整数の値が出る公式もこの論文で紹介している。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
３次元球面と同じ整係数ホモロジーを持つ３次元多様体、すなわちインテグラルなホモロジー３次元球面の
位相不変量で、理論上計算可能なものの代表例として、キャッソン不変量は知られている。しかしながら、結
び目に沿って分岐する巡回被覆空間として得られるインテグラルなホモロジー３次元球面のキャッソン不変量
を結び目理論に現れる位相不変量を使って書き下す問題は、現在未解決の問題として知られている。 
この論文で堤氏は、（p,2）型のトーラス結び目のある結び目表示をパターンとして持ち、かつ任意の２橋結
び目をコンパニオンにもつようなサテライト結び目を構成し、それに沿った巡回被覆空間として得られるイン
テグラルなホモロジー３次元球面について、そのキャッソン不変量を具体的に書き下すことに成功した（定理
4.1と命題4.8）。 
この論文の第１章は、この結果の紹介に当てられる。第２章では、この論文で用いる定義と知られた結果に
ついて解説している。第３章では、構成したサテライト結び目に沿った巡回被覆空間でインテグラルなホモロ
ジー３次元球面となるようなもののデーン手術表示の構成を解説している。第4章は主要結果（定理4.1と命
題4.8）の証明に当てられている。 
本論文は、ある結び目の無限族に属する結び目について、それに沿った巡回分岐空間として得られるすべて
のインテグラルなホモロジー３次元球面のキャッソン不変量を具体的に書き下すことに成功した論文であり、
現在未解決の一般的なキャッソン不変量の具体的な計算に貢献するところが大きいといえる。 
以上により、結び目理論に新しい知見を与え、位相幾何学に貢献するところ大であり、博土（理学）の学位
を授与するに値すると審査した。 
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